
石
綿
に
よ
る
健
康
被
害
の
救
済
に
関
す
る
法
律
案
及
び
石
綿
に
よ
る
健
康
等
に
係
る
被
害
の
防
止
の
た
め
の

大
気
汚
染
防
止
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
対
す
る
附
帯
決
議

平
成
十
八
年
二
月
三
日

参

議

院

環

境

委

員

会

政
府
は
、
本
法
の
施
行
に
当
た
り
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
適
切
な
措
置
を
講
ず
べ
き
で
あ
る
。

一
、
政
府
は
、
ア
ス
ベ
ス
ト
問
題
に
関
す
る
過
去
の
対
応
の
検
証
結
果
を
踏
ま
え
、
環
境
リ
ス
ク
へ
の
予
防
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に

基
づ
く
施
策
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
す
る
と
と
も
に
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
を
視
野
に
入
れ
、
国
際
会
議
等
を
通
じ
た

知
見
や
技
術
の
共
有
化
に
努
め
る
こ
と
。

二
、
過
去
の
関
係
省
庁
間
の
連
携
が
必
ず
し
も
十
分
で
あ
っ
た
と
は
い
え
な
か
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
今
後
と
も
、
関
係
省
庁

間
の
連
携
を
確
実
な
も
の
と
す
る
た
め
、
ア
ス
ベ
ス
ト
問
題
に
関
す
る
関
係
閣
僚
に
よ
る
会
合
等
に
よ
り
政
府
を
挙
げ
て
総

合
的
な
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
を
推
進
す
る
こ
と
。

三
、
被
害
の
未
然
防
止
の
観
点
か
ら
、
石
綿
に
よ
る
健
康
被
害
の
よ
う
な
国
民
リ
ス
ク
の
発
見
に
、
政
府
一
丸
と
な
っ
て
取
り

組
む
こ
と
。

四
、
ア
ス
ベ
ス
ト
疾
患
の
早
期
発
見
・
治
療
の
た
め
、
専
門
医
の
育
成
な
ど
医
療
体
制
を
充
実
す
る
と
と
も
に
、
中
皮
腫
に
効

果
の
あ
る
新
薬
の
研
究
・
開
発
を
促
進
す
る
こ
と
。
さ
ら
に
、
診
断
治
療
・
研
究
の
向
上
の
た
め
、
個
人
情
報
の
保
護
に
留

意
し
つ
つ
中
皮
腫
患
者
等
の
情
報
の
集
積
と
中
皮
腫
の
発
生
動
向
の
把
握
に
努
め
る
こ
と
。

五
、
ア
ス
ベ
ス
ト
に
よ
る
健
康
被
害
に
つ
い
て
の
国
民
の
不
安
に
対
応
す
る
た
め
、
石
綿
健
康
被
害
医
療
手
帳
の
対
象
と
な
ら

な
い
家
族
、
周
辺
住
民
等
の
ア
ス
ベ
ス
ト
ば
く
露
者
に
対
し
、
健
康
管
理
対
策
を
図
る
ほ
か
、
家
族
、
周
辺
住
民
等
へ
の
健

康
相
談
・
診
断
の
充
実
を
図
る
こ
と
。

六
、
指
定
疾
病
に
つ
い
て
は
、
中
皮
腫
及
び
肺
が
ん
以
外
の
疾
病
に
つ
い
て
も
被
害
の
実
態
の
把
握
に
努
め
、
必
要
に
応
じ
て

対
象
に
加
え
る
こ
と
。
ま
た
、
指
定
疾
病
の
認
定
に
当
た
っ
て
は
、
認
定
基
準
を
明
確
に
す
る
と
と
も
に
、
認
定
を
迅
速
に

行
う
こ
と
。



七
、
政
府
は
、
救
済
制
度
の
施
行
状
況
に
つ
き
毎
年
と
り
ま
と
め
て
公
表
す
る
と
と
も
に
、
併
せ
て
最
新
の
医
学
的
知
見
、
海

外
の
状
況
そ
の
他
の
情
報
の
収
集
と
因
果
関
係
の
解
明
に
努
め
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
て
、
必
要
が
あ
れ
ば
、
施
行
後
五
年

を
待
た
ず
と
も
同
制
度
に
つ
い
て
適
宜
適
切
に
所
要
の
見
直
し
を
行
う
こ
と
。

八
、
ア
ス
ベ
ス
ト
の
使
用
実
態
調
査
を
継
続
し
、
国
民
に
情
報
開
示
を
す
る
と
と
も
に
、
建
築
物
等
の
ア
ス
ベ
ス
ト
の
除
去
や

解
体
に
つ
い
て
、
低
コ
ス
ト
で
安
全
な
技
術
・
工
法
の
早
期
確
立
及
び
普
及
を
図
る
こ
と
。
ま
た
、
学
校
、
医
療
な
ど
の
公

共
施
設
等
に
お
け
る
ア
ス
ベ
ス
ト
の
除
去
な
ど
の
対
策
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
民
間
施
設
も
含
め
適
切
な
財
政
上
・
金
融

上
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

九
、
大
気
中
の
ア
ス
ベ
ス
ト
濃
度
測
定
の
結
果
を
踏
ま
え
、
大
気
汚
染
防
止
法
に
よ
る
建
築
物
の
解
体
現
場
に
お
け
る
規
制
基

準
等
を
適
宜
見
直
す
こ
と
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
。

十
、
ア
ス
ベ
ス
ト
を
使
用
し
た
建
築
物
の
老
朽
化
に
よ
り
、
今
後
ア
ス
ベ
ス
ト
廃
棄
物
が
大
量
に
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
ア
ス
ベ
ス
ト
廃
棄
物
の
無
害
化
処
理
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
ア
ス
ベ
ス
ト
廃
棄
物
の
不
適
正
処
理
対
策
を
強
化

す
る
こ
と
。

右
決
議
す
る
。


